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コずつ,1日4×)で ほ とん ど全 治 したが,慢 性気管枝炎

では軽快3,無 効1で あつた。急性膀胱炎 の1例 では1

日6カ プセルを用 い,4日 間で大いに軽快,大 腸菌 も陰

性 となつ たが,投 与中止後4日 目に再発 して きた。その

他,甲 状腺炎,肺 炎,虫 垂炎,膵 炎 に も用いた。 副現象

として,ベ ンジ ン様 のか な り臭 いゲ ヅブを訴 え るものが

ほ とん どであつたが,こ れは著者 も確 認 した。

2)注 射用:3例 。熱性症2,急 性上 気道炎1で あつ

た。使 用は1日2本 ずつ,適 宜 期間をつづけた(1バ イ

アル=250mg)。 中2例 で,注 射 後の局所痛が か な り強

く,長 くつづいた。

以上を通覧す る と,本 剤は従 来の ものに伍 して使用に

価す るもの と思わ れる。 格別な副作用はみ ら れ な か つ

た。

(111)新 抗 生 剤Penimepicycline(Hy・

drocycline)注 の 治 験 成 績

内 田 茂 美

大津赤十字病院内科

(誌 上 発 表)

Penimepicycline(Hydr◎cycline)はphen◎xymethyl-

penicillinV酸 と4ノー(beta-hydroxyethy1)-diethylen-

diaminomethyltetracyclineと の 結 合 に よる複合抗生

物 質であ る。Hydrocycline注 は通常1回250～500mg

を1日2回12時 間 ごとに深 く筋注 し,症 状 の軽快 とと

もに1日1回 に した。

治験対 象は気管 支炎,扁 桃 炎,気 管支拡張症,肺 炎,

肺化膿症,膿 胸,胆 の う炎,胆 道炎,心 内膜 炎,敗 血症,

腎孟膀胱炎 な ど合 計62例 で,Hydrecycline注1回250

～500mgを1日1～2回 ,3～21日 間にわた つ て筋肉

内注射 し臨床経過 を観 察 した結果,著 効23例,有 効26

例,や や有効7例,無 効6例 であ り,明 らかな改善を認

め たもの79%,な んらかの改善がみ られた もの90.3%

と判定 さされた。

下 熱は本剤投与開始後1～ 】0日で現われ,多 くは5日

以内に完 全下熱 し,下 熱 とともに 自他覚所見は著 るし く

好転 し,白 血球 増多 も消失 した。

起 炎菌 は3～21日 間の連用に よ り,60例 中52例 に

速やか な消失を認めた。一本剤は広範囲の抗菌 スペ ク トル

を有 し,従 来 の抗 生物 質耐性,こ とにペ ニシ リン,テ ト

ラサイ ク リン耐性 菌に も有効であつ た。 また臨床的に も

他 の抗生剤 無効 の症例に も明 らかな効果を示 し,と くに

ベ ニシ リン耐性 ブ ドウ球菌に対 して も著 るしい臨床効果

が認め られ,い つぼ う,テ トラサ イク リン単独無効例 で

も本剤に よ り菌 の消失 がみられた。

本剤の連用に よつ て も肝機 能は正常範囲 に とどま り,

注射局所の刺激症状,組 織損傷 もな く,特 記 すべ き副作

用は認め られ なか つた。

(112)Penimepicycline(Hydrocycline)

な らびにTC系 製剤 の注射局処に

及 ぼす 影響

中沢 進 ・岡 秀 ・佐藤 肇

昭和大学小児科,都 立荏原病院小児科

今 井 重 信

昭和大学医学部第一病理

(誌 上 発 表)

筋 注用TC製 剤 を臨床 的に使用 し た場 合,注 射局処

に著 るしい疹痛を訴 える症例 に遭 遇す ることが少 くない

ので以下のTC系4剤 を家兎 に注射(皮 内,皮 下,筋 注)

し局処所 見に就 いて肉眼的,病 理組 織学的に検討 した。

(使用 した製剤)

1)筋 注用Penimepicycline(PMC)

2)〃TCHCI

3)ttOxytetracycline(OTC)

4)〃PyrrolidinomethylTC(PYRM-TC)

使 用 した動物は成熟家兎 である。

(筋注)

肩 甲骨 と腰骨 の中間,脊 部に各種濃度 の 溶 液0.5ml

を約3.Ocmの 深 さに筋注

皮下注筋注時に 同一 部位の皮下に各種濃度 の溶液O.5

ml注 射

(皮内注)

0・1m1皮 内注射

(実験成績)

(筋注時所見)

PMCで は注射部位に軽度 の出血 を認め る程度に あつ

たが,TCHCIで は2.5～10.0%溶 液に よつて注 射部

位 を中心 に薬 剤の濃厚な沈着,壊 死がみ られ その周囲に

広 く出血 が認め られた。OTC群 ではTCHCIに ほぼ類

似 し,PYRM-TCで は注射部位 に出血が認め られ そ の

拡が り程度 は注射濃度 とほぼ比例 した。

(皮下注射 時所見)

TCHC1,0TC,PYRM-TCで は24時 間後にいずれ も

皮下 に黄 土色ない し黄色の色素沈着が認 め ら れ た が,

PMCで は以上の変化はみ られ なかつた。

(皮内注射時所見)

TCHCI,OTC群 では注 射部位 に薬剤 の沈着が認 め ら

れ たが,PMC,PYRM-TCで は,こ れ らの 所 見 は 発 見

され ず発 赤 と軽度の浮腫を認めたにす ぎなかつ た。
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以上4種 類の筋注用TC製 剤 を家 兎 に 筋 注,皮 下

注,皮 内注射を行 なつ て局処変化 を比 較 した結 果 で は

PMCの 障害所見が最 も軽度 であ り,こ の 結 果 が 他 種

TC系 製剤筋注時 の疹痛 に比較 して 軽度であ る1因 であ

るもののよ うに思われ た。

組織学的所見に就いて も検索 したが,そ の成績 の詳細

に就いては別に報告す る。

(113)Penimepicyclineの 小児科領域に

於け る基礎的,臨 床的検討

藤 井 良 知 ・市橋治雄 ・紺野 昌俊

大滝千佐子 ・宇野 進

東大分院小児科

(誌 上 発 表)

先づ,PenimepicyclineのMICを 小 児科領域 の感染

症 よ り分離 した コアグ ラーゼ陽性 ブ ドウ球菌77株 に つ

いて測定 し,併 せ て,TC塩 酸塩,PC-VのMICも 同

時に測定 し,そ の 相 関 を 検討 した。 その結果Penime-

picyclineのMICは,殆 ん どがTCとPC-VのMIC

の中間に位し,こ の物質は化合物であ るといわれてい る

が,例 えば,あ る種のTC製 剤 の よ うに,従 来 のTC

製剤に対する耐性菌に対 してMICが 感性の側に よると

い うような一定の法則性に よる抗菌力を有す るものでは

な く,TCとPC--Vの 抗菌力のいつれかを示す ものであ

ると考え られ る。

このような抗菌力を示す場合,そ れが1つ の化合物で

あ るとしても,血 中濃 度や尿中排泄 を測定 するのには,

測定の方法の上になお疑 問の面 があ るので,私 達 は測定

を行なわなかつた。

臨床使用は,幼 児 ・学 童を対 象 と し,30mglkg!日 を

1日4回 に分けて毎食前 と就寝前に服 用させ ることとし

て30例 の感染症 に使 用して いる。

急性咽頭炎6例 では4例 が有効,急 性扁桃炎では7例

中4例 が有効 急性気管支炎 では9例 中6例 が有効 マ

イコプ ラスマ肺炎 では3例 中全例に有効,慢 性肺化膿症

の1例 は無効,膿 皮症4例 では2例 が有効,合 計30例

中19例 に有効,有 効率633%の 成績を得 た。

検出された病原性細菌 と臨床効果 との関係をみ ると,

コアグラーゼ陽性 ブ ドウ球菌が検出 された15例 では9

例に有効,有 効率6σ%と な り,溶 連菌が検 出された1

例の急性扁桃炎は有効,イ ンフルエ ンザ菌が検出 された

2例 の中,慢 性肺化膿症の1例 では菌が消失せず無効 と

なつている。

この化合物は,上 述 した とお り従来のTC剤 と,ブ ド

ウ球菌に対す るMICの 分布 のバ ター ンは多少異な るが,

そ の臨床 成績 は,従 来のTC剤 のそれ とほぼ一致 する も

の と考 えられ る。

副作 用 としては,著 明な ものはみ られ なかつたが,投

与3日 目頃 よ り,腹 痛を訴 え,下 痢を来す ものが3例 あ

つ た。 しか し,と くにひ どい とい うものではないQ

(114)溶 連菌感 染症,特 に狸紅熱に対す

るPenimepicycline(ハ イ ドロサ

イ ク リソ)の 治療 効果につい て

由 上 茂 ・中 島 邦 夫

大阪市立桃山病院

(誌 上 発 表)

Penimepicycline(Hydrocycline)はPhenoxymethyl-

penicillin(PC-V)を37・4%と,4,一(Beta-hydroethy1)-

diethylendiaminQmethy1--tetracyclineを62・6%含 み,

それ ぞれ1モ ルつつが酸塩基結合 した化合物 であ り,水

に容易に溶 け(1.Og/O.7ml水),筋 肉内注射お よび内服

投与 の両方が可 能であ り,ま た血中濃度が高 く,か つ長

時間持続す る といわれ ている。

本剤 の最 も効果的 な投与はPenicillin耐 性ブ ドウ球菌

に対 して であるが,今 回は溶連菌感 染症の1つ であ る狸

紅熱に対 し使用 し顕著 な成績 を得たので,そ の結果を報

告す る。

桃 山病院に入院 した狸紅熱患者14例 に対 して投与 し

たの であ るが,対 象とした患者は全症 例 とも,発 熱 狸

紅熱発疹,口 囲蒼 白,苺 舌,咽 頭充血,扁 桃腺腫 脹等の

典 型的な臨床症状を呈 し,し か も入院時に咽頭粘 液の培

養 に よ りA群 溶連菌を検 出し得た症例 であ る。 なお薬剤

効果 判定 のため,臨 床症状の観察は もちろんのこ となが

ら,毎 日咽頭溶連菌の培養を行 ない.菌 の発 育の有無 を

確認 した。

Penimepicyclineの 投与は一部は患者の入院初期 よ り

投与 し,一 部は最 初に他の薬 剤を投与 したに もかかわ ら

ず菌陰性 とならない症 例,つ ま り他の薬剤で の無効 例に

対 して使用 した。

投与方法は全 例,経 口投 与 で20～25mg/kgを 分4/

日 とし,原 則 として7日 間,一 部に5日 間内 服 せ し め

た◎

また患者は1～10才 の小児 である。

そ の結果,14例 中13例 において咽 頭溶連 菌の培 養成

績が陰性 とな り,臨 床的には全症 例が有効 であ り,な ん

らの合併症 も再発 もみ られ なか つた。 なお最 初の投与 で

無効であつた1例 は,そ の後約35mg/k9に 増量経 口投

与 した結果,培 養成績は陰性 となつた。

また,副 作用 としては本剤の投与に よつては なんらの
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認むべ きものはなか つた。

次に,狸 紅熱患者 か ら分離 したA群 溶連菌219株 に対

す る感受性を測定 したが,そ の最低発育阻止濃度 はほ と

ん ど がo.0125～o.025mcg/mlで あ り,Tetracycline

耐性 株に対 しても低濃度 で発育を阻止 してい る。

(115)TC系 新 製 剤Pen・imepicycline

(Hydrocycline)に 関 す る2,3の

検 討

中 沢 進 ・岡 秀

佐 藤 肇 ・平沢与枝子

昭和大学小児科,都 立荏原病院小児科

新 井 蔵 吉

昭和大学中研細菌部

神 田 修 次

昭和大学成人病研究所

(誌 上 発 表)

従来 のTC系 製剤に比較 し て 溶 解 度 の 高 いTCの

piperazine誘 導体4-(β 一hydroxyethyl)-diethylendia-

minomethylTClmol(62.6%)とPCVlmo1(37.4

%)づ っ の酸,塩 基 結合の新抗生剤であ り,水 に対す る

溶解度が優れ,PC,TC併 用 に よる抗菌性の 拡 大,あ る

種の菌属,特 にブ ドウ球菌に 対す る抗菌性の強化 のみ ら

れ る点が特徴 の1つ とされてい る。

内服 と筋注 用の両剤が あ るが今回は筋注用製剤を使用

しての一連の成果 に就 いて報告 した。

1)最 近分離 したTC耐 性 コアグラーゼ陽性 ブ菌 に対

し,TC,Mepicyclineよ り感性 であつた。

2)本 剤筋注後は速やか に吸収 され,250mg筋 注 時

の血中濃度のpeakは15分 目にあ り,1時 間 日で もか

な り高度の血中濃度を維持 し,7時 間 目まで測定可能 で

あ つた。

3)小 児急性 感染 症6種 類,73例 を本剤 の筋 注 を 主

体 として治療 し,約90%に 本剤に よる臨床効果を認め

ることが できた。

4)小 児の腎 肉内注射時 の疹痛は現在市販 されてい る

他 種筋 注用TC製 剤に比較 して軽度 であ り連続注射が可

能 であつた。

(116)Penimepicyclineの 基 礎的及び臨

床的検討

石山俊次 ・坂部 孝 ・古橋雅一

高橋右一 ・笠置 達 ・長崎祥佑

川上 郁 ・中山一誠 ・岩井重富

岩本英男 ・大島聴彦 ・鷹取睦美

日本大学石山外科

(誌 上 発 表)

Penimepicyclineは 新 しいTC系 誘 導 体 で,耐 性 ブ

菌 に有 効 で,経 口の み な らず,筋 注 投 与 可 能 で あ るとい

う。・我 々は 病 巣 分 離 ブ菌 お よび 大 腸 菌 に つ い てPeni。

mepicyclineに 対 す るMICを 測 定 し,そ の 感 受性 分布

お よびPC-G,HC1-TC,CTCと の相 関 関 係 を 調べ,血 中

濃 度,尿 中排 泄 を 測 定 し,次 い で臨 床 に使 用 して 良い結

果 を 得 た ◎

1.外 科 病 巣 よ り分 離 した 病 原 性 ブ菌 お よび大 腸 菌に

っ い てHeartinfusionagarを 用 い た 寒 天 平 板 稀 釈法

に よ りPenimepicycline,PC-G,HC1-TC,CTCに 対 す る

MICを 測 定 し た 。Penimepicyclineに 対 し ては ,ブ 菌

50株 の 内o・1～3。12mcg/m1で 発 育 が 阻 止 され る もの

25株(50%)で,o・1mcg/mlで7株(18%),1.56mcg/

mlで11株(22%)が 発 育 を 阻 止 さ れ た。 また100mcg/

ml以 上 の高 度 耐性 株 は17株(34%e)あ るが ,PC-G(50

%),HC1-TC(62%),CTC(52%)に く ら べ て 少 数 であ

る。PenimepicyclineとPC-G,HCI-TC,CTC各 々との

相 関 関 係 をみ る と,低 濃 度 にお い て は ほ ぼ 同 等 の様 相 を

示 す が,他3剤 に お い て 高 度 耐 性 株 の 幾 株 か がPeni・

mepicyclineに1・6mcg/m1前 後 に 感 受 性 を 有す る。

大 腸 菌 に 就 い て はPenimepicyclineに 対 し6,25mcgl

mlで 発 育 が 阻 止 され る も の が7株(13%)あ る が,37

株(71%)と 大 部 分 が100mcg/ml以 上 に 耐 性 を 有 し,

PC-G,HC1-TC,CTC各 々 とほ ぼ交 叉 耐 性 が 成 立 す る。

2・ 成 人 男 子2名 に 各 々Penimepicycline500mgを

筋 注 し,そ の 血 中 濃 度 及 び 尿 中 濃 度 をSarcinalutea

PCI1001を 用 い たCylinderplatemethodで 測 定 す る

と,平 均 値 で,15分 後 に最 高O,49mcg!mlに 達 し,30

分 後o,39mcg加1,6時 間 後o.04mcglmlで あ つ た。

尿 中 排 泄 は1～3時 間 で 最 高8.61mgを 示 した が6時

間 ま で の尿 中 回 収 率 は5.35%で あ つ た。

3.次 に外 科 的疾 患7例 にPenimepicyclineを 使 用

して み た。 投 与 量 は 経 口時1日1.09分4で 筋 注 の 場

合500mg,1～2回/日 で あ つ た 。 効 果 判 定 基 準 に も と

づ き,判 定 した 結 果 は,5例(70%e)に 有 効 で あ つ た が,ア

レル ギ ー症 状,筋 注 時 疹 痛 な どを 訴 え る もの は 無 か つ た。
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(117)Hydrocyclineの 基礎的研究 な ら

びに臨床試用成績に つい て

河原崎 篤 ・酒井克治 ・中尾純一

大阪市立大学医学部第2外 科学教室

(主任:白 羽弥右衛門教授)

(誌 上 発 表)

まず,Hydrocycline500mgを1回 経 口投 与 し た の

ち のHydrocycline血 清 中 濃 度 を 測 定 した 。 こ の測 定 に

は,StaPhylococcusauアeus209P株 を検 定 用菌 と す る

鳥 居 ・川 上 の 重 層 法 を もち い た。 す な わ ち,投 与 後4時

間 目に は1・82mcg/m1のHydrocyclineを 血 清 中 に証

明 し,24時 間後 に もなおO.25mcg/mlのHydrocycline

が 証 明 され た。

Hydrocycline500mg1回 経m投 与 後24時 間 以 内 の

尿 中総 排泄 量 は158.7mgで,こ れ は 投 与 量 の31.5%o

に相 当す る。

つ ぎに,病 巣 由 来 ブ ドウ球 菌27株 に 対 す るHydr◎-

cyclineお よ びtetracyclineの 抗 菌 力 を 比 較 した 。

Hydrocycline3.1mcglml以 下 の 濃 度 で は,ブ ドウ球

菌 の27株 中26株(96.3%)の 発 育 が 阻 止 され た が,

tetracycline3・1mcg/ml以 下 の濃 度 では ,同 じブ菌27

株 中12株(44.4%e)の 発 育 が 阻 止 され た に す ぎ ない 。

それ ゆ え,こ れ ら ブ菌27株 に 対 して は,Hydrocycline

のほ うがtetracyclineよ りもす ぐれ た抗 菌 力 を 示 し た

とい え る。

しか し,大 腸 菌,ク レブ シ エ ラ,変 形 菌 お よ び緑 膿 菌

のほ とん どはHydrocyclineに 高 度 耐 性 で あ つ たo

Hydrocyclineは ,そ の2,000mcg中 にphenoxy-

methylpenicillin748mcg ,す なわ ち1,196単 位 を 含 ん

でい る。 このphenoxymethylpenicillinを 不 活 化 す る

ため に必 要 なpenicillinaseは1,196単 位 で あ る。 わ れ

われ は,Hydr◎cycline2,000mcgに 対 して上 述 の ご と

き必要 量 の約8倍 に あ た る10,0001jk位 のpenicillinase

を作用 させ た の ち の抗 菌 力 を測 定 し てみ た。 こ の操作 に

よつて,Hydrocycline中 のphenoxymethylpenicillin

が不 活化 され ,ひ い て はtetracyclineの み の 抗 菌 力が

示 され る もの と考 え られ た が,こ の抗 菌 力 は ,tetracy-

clineの そ れ よ り もす ぐれ て い た。

外 科 的感 染 症4例 にHydrocyclineを 試 用 した 結 果,

3例 が 有効,1例 が 無 効 と判 定 され た 。

臨 床4例 と,血 清 中 濃 度測 定 の た め にHydrocycline

を投 与 され た6例,合 計10例 の うち ,1例 がHydrocy-

cline投 与 後,悪 心,嘔 吐 お よ び頭 痛 を ,ま た2例 が 悪心

の み を訴 え た。 しか し ,薬 剤 の 投 与 を 中 止 す れ ば,こ れ

らの愁 訴は 消失した。

(118)Idrociclinの 臨 床 使 用 成 績

柴 田 清 人 ・花 井 卓 雅

吉 田 国 二 ・斎 藤 道 夫

名古屋市立大学医学部第一外科

(主任:柴 田清人教授)

(誌 上 発 表)

PhenoxymethylpenicillinとTetracyclineと の合剤

であ るIdrociclinはPenicillinのBactericidalな 作用

とTetracyclineのBacteristaticな 作 用 との相乗効果

に よ り広い抗菌スペ ク トラム,耐 性獲得 の遅 延 を 考 慮

し,合 剤 とされた もの と考え るが,現 況 で はTetracy-

cline・Penicillinの 各種細 菌に対 す る感受性を考えて見

るとその効果 は余 り期 待 しがたい。 しか し起炎菌の推移

のみが病態 を決定す るのではな くて各種Factorが 関連

し,ま た菌種に よつ ては試験管 内,生 体 内の抗 生剤感受

性 も必ず しも一致 しないことも多 く経験 している。今 回

は感受性成績は度外視 し,外 科的表在性感染症21例 に

例用 しその臨床 使用成績 を検 討 した。結果,有 効11 ,

無効9,不 明1の 成 績であつた。

(119)泌 尿 器 科 領 域 に 於 け るPenime-

picycline(ハ イ ド ロサ イ ク リ ン)

の 検 討

大越正秋 ・名出頼男 ・川 村 猛

川上 隆 ・鈴木恵三 ・長久保一朗

慶応大学泌尿器科

(誌 上 発 表)

Tetracyclineとphenoxymethylpenicillinの 塩 で あ

るhydrocyclineの 泌 尿 器 科 領 域 に於 け る 効 用 の 有 無 を

検 討 した 。

先 ず,感 受 性 検 査 で はhydrocyclineとtetracycline-

HC1を 比 較 す る と,hydrocyclineの ほ うが
,MICが 約

2倍 高 い株 が,グ ラ ム陰 性 桿 菌 では 大 部 分 を 占め る こ と

が 判 つ たQこ の こ とはgram陽 性 球 菌 で示 され た と云 わ

れ,るtetracyclineとphenoxyethylpenicillinの'協 力

作 用 が,gram陰 性 桿 菌 で は全 く見 ら れ ず,結 局 含 有 す

るtetracyclineの 量 のみ が 有効 成 分 で あ る とい うこ と

に な る。 しか し,こ の薬 剤 は筋 注 に使 用 した 場 合 ,局 所

の 持 続 性 疹 痛 が 少 く,硬 結 も少 い の で,tetracycline適

応 症 に 於 け る筋 注 薬 剤 と して は,患 老 に与 え る苦 痛 が 少

な い とい う利 点 が あ り,こ れ が この 薬 剤 の 特 徴 と考 え ら

れ る。
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(120)産 婦 人 科 領 域 に お け るPenimepi-

cycline(Hydrocycline)の 臨 床 的

検 討

張 南 薫 ・砂 田 裕 和

国 井 勝 昭 ・伊 藤 達 也

昭和大学産婦人科学教室

(誌 上 発 表)

Penimepicycline(PMC)はTetracyclineの 難i溶i性を

Aminomethylationに よつて水 易溶性 としたhydrexy-

ethy互diethylendiaminomethyltetracycline62.6%e,

Phenoxymethylpenicillin37.4%oを 化学的に結合 させ

て得 られた塩 であ る。我 々は,本 物質につ き,基 礎的,

臨床的検討を加 え,次 の結果 を得た。

1.病 巣お よび尿路 由来病源菌 に対 す る感性態度をデ

ィス クで検討 した ところ,ブ ドウ球菌11株 に対 しては,

10株 が感性 で,PC,TC,CP,EM,SMよ りも感受性株が

多かつた。腸球菌10株 に対 して も,9株 が感受性 で,

PC,TC,CP,EM,SM,LMよ りも感受性株 が 多 い。大腸

に対 しては感 受性 が低 い。

2.家 兎 における筋注後の血中抗菌価を,稀 釈法 およ

び重 層法 に より,TCHCI,PCと 比較す ると,投 与 後 の

菌吸収 は速 やかで15分 目に ピークに達 し,PCに 近 い

値 を示 し,減 衰 も速やかであ るが,PCよ りおそ く,TC

に近 くやや緩慢な カーブを 画 き,PC,TCの 中間的 な血

中抗菌 価の推移を示す。

3.人 体 におけ る血中濃度は,250mg筋 注 後,15分

目に6.4mcglm1の ピークに達 し,8時 間 目まで有効濃

度が証明 された。

4.尿 中排泄は速やか で,250mg筋 注後,6時 間以

内に77.6%が 尿 中に排泄 され,24時 間で84.62%が

尿中 よ り回収 された。

5.12時 間間隔 で連続的 に筋 注 した 場 合,そ の血 中

濃 度の消長は,ほ ぼ一定 のカーブを画き,安 定 した吸収

・排 泄状態 を示 した。

6.ラ ッ トにおけ る臓器 内濃度は,腎,血 清,肺,心,

脾,肝 の順に高い。

7.母 乳中には血中 よ りお くれ て移 行 し,最 高血 中濃

度 の1/4程 度が証 明され た。

8.筋 注後,10分 目よ り膀帯血,胎 盤等 の胎 児 循 環

血 中に移 行 し,母 体血中濃度 の25～70%が,10分 よ り

7時 間の時 間帯内に証 明された。

9.骨 盤 内感染症,乳 腺炎等 の婦人科的感 染症11例

に対 し,有 効7例,や や有効2例,無 効2例 の 結 果 を

得,感 染予 防9例 中8例 に有効例 を認 めた。

10.

あ り,

た 。

副作用 として,筋 注後,発 疹を認 めた もの1例 が

また,数 例に注射部位 の疹痛 を訴 えた ものがあつ

(121)Penimepicycline(Hydrocycline)

に 関 す る 臨 床 的 研 究

藤 森 速 水 ・山 田 文 夫

永 田 治 義 ・米 川 和 作

大阪市大産婦人科

(誌 上 発 表)

Penimepicycline(Hydrocycline)は ペ ニシ リンおよび

テ トラサイ ク リンの結合 した形 をもつ1新 抗菌性抗生物

質 である。 これを産婦人科領域 に お い て感染予防実験

29例,感 染治療実験10例 に試用 した。原則的投与法は

1回250mg1日4回 内服 また は1回500m91日2回

筋注に よつ た。血 中濃度測定に よる と前者 では2時 間,

後者 では1時 間 目に ピークをみ とめ た。臨床的副作用 と

しては軽度 の悪心 嘔吐2例 をみた のみ であ る。 また腎機

能(PSP試 験,ク レアチ ンク リア ラ ンス),肝 機能(黄 だ

ん指数,GOT,GPT,BSP試 験),一 般 血液所見に格別の

異常 を来さなかつた。臨床効果 を検討 す るに感染予防実

験 ではその対象中に感染 の機会 の多い子宮頸癌根治手術

例 な ども含 まれていたがすべ てに良好 な感染予防効果を

み とめた。感染治療実験では1例 を除 き有効であつた。

その起 炎菌 はE.coli,StaPhylOCOC.Pseudomonas,Kle-

bsiella,Proteusな どで あつた が無効例はProteusで あ

つた。なおデ ィスクに よ る感受性 試験 でPC-Gに 耐性

の もの9例,TCに 耐性の もの7例 であつたが 両者に共

通 して感 受性をみ ない7例 中6例 に臨床効果(炎 症症状

の寛 解,治 癒傾 向)を み とめ た。 これ らの事実 よ り臨床

的に本剤はPCお よびTCの 単 なる合 剤 で は な くPC

お よびTCの 結合 した新 しい型 の抗生 物質 とい うことが

出来 ると考え る。すなわ ち本剤 は互 いに抗菌 スペ ク トル

ムを異にす る,bacteriocidalな 作 用 を も つPCと,

bacteriostaticな 作用を もつTCと が結合 した もので両

者 の効果を併せ発揮す る もの と考え られ,副 作用 のす く

ない こと,有 効率 の高 い こと等 と併せ考えて臨床上応用

す るに足 る新抗生剤 と云 うこ とが出来 よ う。




